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「救急・集中治療領域における緩和ケア提供の実態と看護師の認識」に関する 

質問紙研究を実施しています。 

 信州大学医学部医倫理委員会の審査による医学部長の承認を得て実施しています。この研究は、 

「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」の規定により、研究内容の情報を公開することが 

必要とされています。 

 

倫理審査 

承認番号 
4782 

研究課題名 
救急・集中治療領域における緩和ケア提供の実態と看護師の認識に関する 

質問紙調査 

所属 信州大学医学部保健学科 

研究責任者 

(職名) 
加藤 茜 （助教） 

研究実施期間 倫理委員会承認日～2025 年 6 月 30 日 

研究の意義 

および 

目的 

集中治療室や救命救急センターに勤務する看護師が、どのような緩和ケアを行い、

どのように緩和ケアを認識しているのか、アンケート調査を行います。この知見は、

集中治療室や救命センターに入室される患者さんやご家族によりよいケアを提供し

ていくための基礎的資料となります。 

対象となる 

看護師 

病院施設に勤務する集中ケア認定看護師・救急看護認定看護師または急性・重症

患者看護専門看護師の方々が対象です。 

調査項目 

個人属性・施設背景・緩和ケアの知識・症状マネジメント・治療/ケアの目標の話し合

い・治療の差し控え/中止について・家族ケア・医療者に対するケア・緩和ケアに対す

る思い 

回答所要時間 おおよそ 20 分程度 

他機関への 

試料・情報の 

提供方法 

データはパスワード保護を行い、メールにより提供します。提供先は、「共同研究機

関名」をご参照ください。 

研究方法 
郵送した質問紙に無記名で回答してもらい、郵送にて回収します。回答は、施設区

分や診療体制ごとに分類し、関連性などを分析します。 

共同研究機関名 

・東北大学大学院 宮下光令 

・山口大学大学院 山勢博彰 

・山口大学大学院 田戸朝美 

・東北大学大学院 田中雄太 

研究代表者 信州大学医学部保健学科 加藤 茜 

集中治療室および救命救急センターに勤務する 
認定看護師・専門看護師の方へ 

質問紙調査へのご協力をお願いいたします。 



   

問い合わせ先 

信州大学医学部保健学科看護学専攻 

加藤 茜 （助教）  

電話：0263-37-2374 

 

 この調査は、強制ではありません。研究不参加の場合でも、なんら不利益を受けることはありません。 

 この調査では、個人が特定される情報は収集いたしません。 

 研究成果は今後の看護の発展に役立つように学会や学術雑誌などで発表します。 

 この調査は無記名で行います、そのため、回答後に同意の取り消しを申し出いただいても、結果を破

棄できない場合があります。 

 この調査に参加いただくことによる直接的な利益、および不利益が発生することはありません。 

 回収いたしました質問紙は、データ化し施錠できる保管庫で 10 年間保管します。保管期間終了後は、

質問紙はシュレッダーを用いて破棄し、電子データは完全に消去します。 

 この調査を行うことによる研究代表者ならびに共同研究者に利益相反が生じることはありません。 


